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研究成果の概要（和文）：青少年の心身の健康問題 (SPS)は,内外の公衆衛生分野の重要課題である. 中学生の
SPS低減のための中学校・保護者協力型ライフスタイル教育プログラム(SPRAT)による介入試験は, 2019年5月～
2020年3月,研究プロトコル(BMJ Open, 2018)に基づく実施マニュアルにそって実施され,有効性を検証した結果,
 主要及び副次的評価項目でSPRAT群に改善傾向が認められた.加えて介入後の食事摂取量がベースライン値に応
じ,望ましい方向に増減し,子の行動変容を促した可能性がある.青少年のライフスタイル教育法確立に寄与する
成果が得られた(BMC Public Health,2022).

研究成果の概要（英文）：Dietary and lifestyle modifications to reduce subjective psychosomatic 
symptoms (SPS) have become an important topic worldwide. This study evaluated the effectiveness of 
SPRAT in reducing SPS and in altering dietary behaviour among adolescents. Participants were middle 
school students in Japan. Outcomes were SPS scores assessed at baseline and 2, 4, and 6 months after
 baseline and the proportions of dietary and lifestyle factors achieved and dietary intakes assessed
 by FFQW82. Change from baseline (CFB) at 6 months was the primary endpoint. A linear mixed-effects 
model was applied. As for dietary intake, the treatment effect was estimated as an interaction term 
between baseline and treatment “baseline*treatment”.The primary endpoint tended to denote 
improvement in the SPRAT group. Favourable effects were observed in some secondary outcomes. These 
results imply that CFBs of dietary intake were increased or decreased in a favourable direction 
depending on the baseline intake.

研究分野：栄養教育

キーワード： 自覚的心身の健康問題(SPS)　　青少年　保護者協力型ライフスタイル教育プログラム　クラスター無作
為化比較試験　ライフスタイル教育法の確立

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は,青少年の心身の健康問題(SPS)低減のために,独自に開発した家庭連携型PADOKプログラムの科学的検
証に基づく保護者協力型SPRATプログラムの有効性評価により,《ライフスタイル改善による中学生のSPS低減効
果》を創出した点で学術的価値がある.また,よりよい学校生活と将来の生活習慣病一次予防に寄与する青少年の
ためのライフスタイル教育法を確立したことの社会的意義は大きい.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

青少年における自覚的心身の健康問題 (Subjective Psychosomatic Symptoms:SPS)は，世界
的傾向を示し 10～20%に及ぶと推定される 1)．この憂慮すべき成長期の健康課題を見過ごすこ
とによる影響は成人期の肥満等 NCDs にトラッキングされる(Craigie,2011)として，世界的な
緊急課題となっている(WHO)．青少年の SPS は，その多くが未検出・未診断・未治療の状態
と指摘されている 1)．国内でも成長期の健康と楽しい学校生活の命題を阻み，不登校の要因と
なる等，内外の公衆衛生分野における喫緊の重要課題であるが，SPS 低減を目的とした実践的
プログラムの報告は少ない. 

申請者らは，EBN の観点から習慣的食事摂取頻度調査(FFQW82)の開発 2)3)，無作為化比較
試験(RCT)による糖尿病の予防 4)や改善 5)，メタボリックシンドローム(MetS )のリスク低減効
果 6)，クラスター無作為化比較試験(cRCT) による中学生のための家庭連携型食育効果の評価
を報告してきた 7)．新たな対象による横断調査 8)9)からは，SPS の多さと関連する生活習慣とし
てメディア接触時間の長さが示唆された．これらの知見に基づき，中学生の SPS 低減のための
中学校・家庭連携型ライフスタイル教育プログラム(Program for Adolescents in Kumamoto, 

PADOK)策定と cRCT による効果の評価を行い，ライフスタイル教育の SPS 低減と食事改善効
果が示唆され，世界的にも類を見ない成果として欧米誌に報告した 10). 

PADOK の課題として，ライフスタイル教育に対する保護者の役割を増強し，保護者と子の
改善への相乗効果を検証することが挙げられた．新たな対象による横断調査では，子の食事・
生活習慣改善には保護者の役割が大きいことも示唆され 11)，海外においても，保護者を含めた
学校による介入の効果を評価する研究の必要性 12)などを報告した研究もあり，青少年のライフ
スタイル改善にとって，生活を共にする保護者の関与の重要性が示され，そのエビデンスが希
求されている. 

 

２．研究の目的 

 青少年の SPS の低減・well-being の向上のための，保護者協力型ライフスタイル教育プログ
ラム(SPRAT)の開発と，効果の評価を科学的エビデンスレベルの高い無作為化比較試験により
獲得し，よりよい学校生活と将来の生活習慣病一次予防に寄与する青少年のためのライフスタ
イル教育法を確立することであった. 

 

３．研究の方法 

 本研究は，学校を単位とする６カ月間の非盲検多施設共同並行群間クラスター無作為化比較
試験である．分析は，生徒を個別に分析し，各中学校を単位として行った．この設計は，
Consolidated Standards of Reporting Trials(CONSORT)ガイドラインに準拠して行った．  
 参加対象校の募集期間は 2018 年 7 月〜2018 年 9 月，研究対象者の登録期間は，2018 年 10

月～2018 年 12 月とした．介入期間は，無作為割り付け(ベースライン)から 6 カ月間とした．
主要評価指標は，ベースライン時から 6 カ月後の SPS スコアの変化量である．SPS スコアは，
ベースライン時，ベースラインから 1 カ月後，同 3 カ月後，および同 6 カ月後に，生徒を対象
とする自記式 SPQ 質問票(Subjective Psychosomatic Symptoms Questionnaire，SPQ)による
調査を実施し，生徒の回答結果に基づき算出した． 

中学校の学期期間内の 2019 年 4 月～2019 年 12 月の間に，各中学校の実情を考慮し，それぞれ
6 カ月の期間を設定した．プログラムによる介入は，中学校で行われている主に保健体育や家庭
科，総合学習の時間などの健康教育に関する授業時間を用いて実施した． 

 
 (1)対象 

調査対象は，熊本県および宮崎市内中学校の中学 1 年生および 2 年生(12～14 歳)の男子・女
子と，その保護者とした．SPRAT プログラムを実施するにあたり，熊本県内中学校 178 校(生徒
数, 約 52,000 人)および宮崎市内中学校 34 校(生徒数, 約 7,350 人)に対し，各教育委員会および
中学校長会等を通じて文書および口頭で本研究参加を依頼した上で，参加の同意を表明した 29

校に，調査内容に関する詳細な説明を行った結果，最終的に 23 校(県立中学校 2 校・市町村立中
学校 15 校・私立中学校 6 校)が対象となった．23 校において，プログラム実施可能な 1 年生あ
るいは 2 年生(いずれも 12～14 歳)の生徒で選択基準および除外基準に該当した 2,277 人(男子
1,101 人，女子 1,176 人)のうち，書面による同意書を提出し，ベースライン調査による評価を完
了した生徒 2,157 人(男子 1,054 人，女子 1,103 人)を対象として登録した．  

 
(2)介入方法 

介入にあたっては，「SPRAT 有効性評価実施マニュアル」に則って実施した．栄養教育プログ
ラムの介入期間は，無作為化(ベースライン)から 6 カ月であった．プログラムはヘルシンキ宣言
のガイドラインに従って実施された．SPRAT 群には介入期間の 6 カ月間に，研究プロトコル・
実施マニュアルに基づいて，事前に熊本および宮崎において訓練された管理栄養士(RD)が，生
徒を対象に，①6 回のクラス単位授業(Classroom lessons, CL)，②6 回の生徒および親/保護者を



対象とした親 /保護者マニュアル (PPM)の配布，③5 回の生徒と保護者協力型家庭学習
(Homework, HW)，④4 回のニューズレター配信，を実施した．なお，CL および HW では，本
プログラムで開発した食事等ライフスタイル教育のための専用テキスト「スマートライフ
(SMART  LIFE)」を作成し，用いた．SPRAT 群の介入内容は，生徒の SPS を減らし，身体活
動を含む食事と生活習慣を改善し，学校生活の楽しみを増やすことを目的に，保護者も家庭で生
徒の行動変容を支援する栄養教育プログラムである．生徒は，特に朝食時に主食(米，パンなど)，
主菜(大豆，魚，卵，肉)，野菜の摂取量を増やすことを奨励された． 

プログラムにおける栄養教育は，毎回の CL のテーマにそって，目標行動の設定および修正，
前回までの実施状況の評価といった栄養教育マネジメントサイクル【plan(計画) ⇒ do(実施) ⇒ 

check(評価) ⇒ action(改善)】にそって実施された． 
プログラムでは，生徒の食物摂取頻度調査票 FFQW82 (ベースライン時および 6 カ月時)，

SPS 質問票(SPQ)，および生徒のライフスタイルアンケート(LQ)( ベースライン時およびベー
スラインから 1・3 カ月，および 6 カ月後)が実施された．また，SPRAT 群の保護者には保護
者参加自己チェックシート(PPS) (ベースライン時およびベースラインから 1・3 カ月，および
6 カ月後)を配布し，記入を依頼した．SPRAT 群の保護者は，プログラムの目的に従っていく
つかの協力が求められた．例えば，生徒のために HW5 回の支援や保護者マニュアルの確認と
実践など，学習期間中に生徒とともに生活習慣改善のための実践を行った．また，中学校の担
任などの担当教員は，保護者向けのアンケートの配布および回収を行った．対照群 (通常の学
校教育)は，中学校の既定のカリキュラムにおける通常の授業で提供される健康教育とした．  

    
(3)SPRAT プログラム実施マニュアルの策定   

 SPRAT プログラムでは，保護者の協力を強化するために，SPRAT 教育スキーム(図 1)の科
学的評価フロー(図 2)に準じ，以下の実施マニュアルを策定した．実施マニュアルは，①授業
(CL)担当者の管理栄養士用＜RD 用＞，②栄養教育対象の介入群(SI)・対照群(SC)別中学校の
生徒用＜S 用＞,③ 保護者(SPRAT 群）用＜P 用＞を策定した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 参加校 23 校は，無作為に SPRAT 群(11 校)と対照群(12 校)に割り付けられた．登録生徒数は，
SPRAT 群 1,004 人(男子 547 人，女子 457 人)および対照群 1,153 人(男子 507 人，女子 646 人)，
計 2,157 人であった．ベースラインから 6 カ月後に，SPRAT 群 951 人(終了率 94.7%、男子 486

人，女子 465 人)および対照群 1035 人(終了率 89.8%，男子 424 人，女子 611 人)，計 1,986 人
の生徒が最終評価のための調査として，身長・体重・生活習慣調査・食事調査(FFQW82)・SPS

調査を完了した．  

 
(1)主要評価指標(SPS スコア)の介入効果 

時間との交互作用が認められたため，分析は介入 1，3，6 カ月後時点でそれぞれ独立して実
施した．混合効果モデルを使用すると，6 カ月後の SPS スコアの CFB は、粗データ(OR-0.40, 

95%信頼区間-1.62~0.81，p = 0.497)，ベースライン調整値(OR-0.91, 95%信頼区間-1.99~0.17，

 

 

 

 

 

中学生の心身の健康問題の減少 

楽しい学校生活の増加 

健やかなライフスタイルの促進 

 

 

主食(ご飯・パン・めん)1食分摂取  

主菜(大豆・魚・卵・肉)1食分摂取 

副菜(野菜・海藻・茸)1食分摂取     

乳類・果物の 1食分摂取 

朝・昼・夕、毎食 1食分摂取 

特に朝食、1食分しっかり摂取 

 

規則正しい生活時間の確保 

睡眠時間の確保 

夜 11時半までに就床 

朝食摂取時間の確保 

メデイア接触時間の削減 

 

 

 

健康増進・NCDs 予防の 

ための食品選択法を獲得  

食品表示学習：スナック菓子 

ソフトドリンク・マヨネーズ 

ドレッシング等の食品成分 

油脂・砂糖過剰摂取の改善  

 

 中学生のための適切な食事摂取への改善 中学生のための適切な生活時間への改善 中学生のための適切な生活活動・運動への改善 

成長発達・健康増進のための生活

活動・運動の確保 

進んで身体活動を増やす 

息がはずむ・汗ばむ運動の確保 

1 週間の活動量の確保 

SPRAT (生徒の SPS スコア減少のための学校・親参加型教育プログラム)介入方法 

・ベースライン(BL)時の食事調査(FFQW82)の個別アセスメント基づき、介入 6 か月間に下記の教育を実施. 

・教育担当者及び助手は SPRAT 用マニュアルにより訓練された管理栄養士が担当. 

・SPRAT 群に対し, テーラーメード教科書”スマートライフ”を用い以下の教育を実施. 

・6 回(50 分/1 回/月)の生徒対象クラス単位授業の実施(Classroom Lessons, CL1~6).  

・5 回の生徒対象ホームワーク実施(Homework, HW1~5)、HW1~5 は CL1~5 に対応し、親/保護者の観察を促す. 

・6 回の親/保護者対象の同参加マニュアル( Parent manual：PM) 配布, PM は生徒 CL に対応し、BL、及び BL から 1, 2, 3, 4, 6

カ月後に配布 (PM1-6).  

・4 回の生徒対象の SPS アセスメント実施, SPQ を用い, BL, 及び BL から 1, 3, 6 カ月後に実施. 

・4 回の親/保護者対象に親/保護者参加状況の確認を実施, 親/保護者参加状況確認は、自記式チェックシート(Parent-participation 

self-checks sheet (PPS))を用い、BL,BL から 1, 3, 6 カ月後に実施.  
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 研究対象中学校の登録 
                                                         

研究対象校をクラスター無作為割り付け 

研究対象の選択・除外基準により研究対象の確定 
           

 

研究対象の選択・除外基準により研究対象の確定 
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介入(SPRAT)群 

同意を得た生徒・親/保護者 
 

 
対照群 

同意を得た生徒・親/保護者 

･ベースライン調査：生徒対象に身長・体重, 食事調査

(FFQW82), ライフスタイル調査(LQ), SPS 調査

(SPQ) 

･ オリジナルテキスト(Smart Life)により, クラスルー

ムレッスン(CL) & ホームワーク(HW)実施. 

･ 保護者用マニュアル１(PM) 配布, 同参加状況確認実

施(PPS),FFQW82 分析による栄養士の 6 か月間介入 

                

/gurdeners 

･ 生徒対象に SPQ 調査 
･ 親/保護者用 PM 配布, PPS 実施  

  

 

･ベースライン調査：生徒対象に身長・体重, 食

事調査(FFQW82), ライフスタイル調査, SPS

調査(SPQ) 

・FFQW82 分析結果はフィードバック無しで返

却するのみ. 

 

･ 生徒対象に SPQ 調査  
･ 親/保護者用 PM 配布, PPS 実施 

介入 6 か月後 

介入 1 カ月後 

･生徒対象に SPQ 調査 

･ 生徒対象に SPQ 調査 
 

・生徒対象に身長・体重, 食事調査

(FFQW82), ･LQ, SPQ 調査実施.                     

・親/保護者用 PM6 配布& PPS 実施  

 

･生徒対象に身長・体重, 食事調査

(FFQW82), LQ, SPQ 調査実施. 

 

介入 3 か月後 

CL : クラスでの授業,  HW : ホームワーク,  PM : 親/保護者マニュアル, 

FFQW82 : 82 項目による食物摂取頻度調査,  LQ : ライフスタイル質問票,   

SPQ : 生徒の SPS 質問票,   PPS : 親/保護者用自己チェック票 

 

解析対象  

 

解析対象  

解析   

図 2 研究の流れ(Consort flow diagram) 図 1  SPRAT 教育スキーム 



p = 0.093)，および多変数調整値(OR-0.89, 95%信頼区間-2.03~0.24，p = 0.116)となり，統計的
に有意ではなかった．LOCF および MI の結果も，同様の推定値を示した(表 1)．なお，本研究
の対象者は通常の臨床試験とは異なり，健康状態にばらつきがあるにもかかわらず学生全員を
対象としたため，健康な青少年には天井効果が生じ結果が保守的になる傾向があること，さらに，
介入群ではベースラインで推定された食事摂取量に照らし，より適量摂取するよう教育された
ことから，ベースラインとの交互作用は妥当なものと考えられた． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)副次的評価指標(食事およびライフスタイル要因)の介入効果 

ベースライン値およびベースラインにおける総エネルギー摂取量で調整したベースライン調
整モデルで，ベースライン値と CFB との交互作用等を含めて検討した．総エネルギー摂取量，
朝食および昼食のエネルギー摂取量，11 の食物群別のうち，3 つの食品群〔穀類，乳類，油脂
類〕のエネルギー摂取量(kcal)と，9 項目の栄養素摂取量のうち 8 項目(炭水化物，たんぱく質，
脂質，K，Mg，Fe，食物繊維，食塩相当量)は統計的に有意な交互作用を有していた．ベースラ
インと介入の交互作用の結果は，ベースラインの摂取量に応じて適切な摂取を促す栄養教育が，
どの程度「食行動の変化」に反映するのか評価するために重要になる．さらに，混合効果ロジス
ティックモデルを用いて，「学校生活が楽しい」(OR 2.01, 95%信頼区間 1.59~2.53)，「朝食に主
食をとる」(OR1.49, 95%信頼区間 1.06~2.08)，「昼食に主菜をとる」(OR 1.53, 95%信頼区間
1.08~2.16)など，食事およびライフスタイルの要因に好ましい効果が認められた. 

 

(3)本研究から得られた学術的意義と今後の展望 
SPRAT プログラムは，思春期にある中学生とその保護者に対して，学校を基盤とする SPS 改

善のための食事およびライフスタイルを中心とした栄養教育を行うことにより，中学生の心身
の健康問題を減らし，食事摂取量を改善することを目的とした．この介入試験で，SPRAT プロ
グラムを修了した生徒は，SPS スコアが減少し，楽しい学校生活，食事や身体活動に関連する
健康的な生活習慣，健康的な食品選択や栄養素の摂取が，より改善するという仮説が検証された．
その結果，ベースラインで調整した 6 カ月後における SPS スコアの CFB は，SPRAT 群におい
て対照群よりも低かったが，統計的有意性はなかった．ベースラインから 3 カ月後の CFB のみ
が，対照群と比較して SPRAT 群で有意に改善していた．プログラムの効果は，副次的評価指標
のいくつかにおいて観察された．特に，食事摂取に関する多くの変数について，統計的に有意な
ベースライン*介入の交互作用があり、介入効果が認められた．これらの結果は，食事摂取量の
CFB がベースライン摂取量に応じて好ましい方向に増加または減少したことを示唆しており，
特に SPRAT 群では，栄養教育によって，ベースラインにおける食事摂取状況に関する情報に基
づき，生徒は食物から適切な栄養素を摂取した可能性が示唆された．  

学校の教師による青少年のための食事とライフスタイル教育の有効性が報告され 46)，教師に
よる生徒の認知行動スキルを構築するための介入は，SPS を含む深刻な問題のリスクがある青
少年にとって，重要な効果をもたらす可能性が示唆されている．ライフスタイルの多焦点介入は
非常に野心的・挑戦的な選択であり，栄養摂取の変化に焦点を絞れば，より大きな有効性と簡便
性が得られたかも知れない．しかし，世界的な青少年の自覚的心身の健康問題(SPS)の低減を実
現するための，効果的かつ実用的な栄養教育プログラムの開発には重要なステップといえる．
SPRAT で示唆された保護者の参加協力の必要性，それを促進するための措置の検討は，理にか
なっている 47)． 

学校・家庭連携型 PADOK プログラムおよび保護者協力型 SPRAT プログラムにおける，学校
を基盤とした青少年の SPS 低減のための栄養教育は，学校現場における栄養教育マネジメント
の有効性検証，ならびに，世界的にも喫緊の課題である青少年の精神的健康における課題解決へ

 

表6 混合効果モデルによるSPRAT群と対照群における主要評価指標 

(ベースラインから6カ月後のSPSスコアの変化)の差の推定値 (n=1872) 

 
 

推定値 
95%信頼区間  p 赤池情報

量基準
(AIC) 下限 上限 

完全データセット      
    
ベースライン調整済み$ -0.91 -1.99 0.17 0.093$ 11781 

  
多変量調整済み& -0.89 -2.03 0.24 0.116 11765 

   
LOCF       
    
ベースライン調整済み -0.95 -2.02 0.13 0.081 11782 

  
多変量調整済み& -0.92 -2.05 0.22 0.107 11777 

 
多重代入       
    
ベースライン調整済み -0.90 -1.97 0.16 0.092 - 

  
多変量調整済み& -0.87 -1.99 0.25 0.118 - 

LOCF: 最終観察繰越法. 欠損値を直近の先行観測データで補完 

$: ベースラインと介入の交互作用項(p=0.047), 

&: べースライン,性,年齢,学校[私立または公立]により調整 

１ 



の可能性を示した． 

SPRAT の評価から得られた知見は，「保護者協力による栄養教育プログラムは，潜在的に中
学生の SPS 低減に影響を与える」ということである．中学生に代表される健康な青少年の SPS

低減を目的とした栄養教育プログラムのためのクラスター無作為化の方法，プログラムに保護
者の参加と協力を含めることの効果については，今後の研究の発展が求められる．  
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